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序　　　文
　遺跡を発掘すると，お墓が見つかることが時折あります。これに対し，皆様はどのよう
なイメージをお持ちでしょうか。なにやら不気味で，得体のしれないものを感じ，見たく
も触れたくもないとお思いの方もいらっしゃるかもしれません。ですが，考古学者のなか
には，発掘調査でこれが出てくるだけで，学問的興味を掻き立てられ，興奮する人もいる
のです。というのも，埋葬という行為には，被葬者の生前の社会的地位・出自・性別・年
齢などが投影されており，考古学ではそうした認識に立って，これを分析することで，過
去の社会を復元することができると考えられているからです。また墓は，人間集団の精神
世界を色濃く反映した文化の一つですので，これをもとに，過去の人びとが育んだ文化の
起源を探ることもできます。墓に関する，こういった認識は，現代の私たちが葬儀に参列
したときにも，感じ取ることができるはずです。
　さて，このたびお届けする『庄・蔵本遺跡３』で，まず注目されるのは，こうした特性
を備えた墓，あるいは墓地です。ボイラータンク地点と第22次調査地点とでは，弥生時代
前期の石棺墓や土壙墓が発見されました。弥生時代前期は，徳島平野において水稲農耕が
本格化した時期にあたり，これらの墓は，この時期の社会・文化を知るうえでの貴重な資
料といえます。こうした資料をつぶさに分析すると，当時の社会が階層分化のみられない
平等社会であったと推定されます。また，視野を遺跡の外に大きく広げてみると，そのル
ーツは日本列島における弥生文化の成立地である北部九州に求めることができます。その
ほか，第30次調査地点では，用水路あるいは畑の畝間の可能性がある，溝状の遺構が検出
されており，これはこの時期の集落景観の復元に貢献する資料といえるでしょう。また，同
地点の調査にあたっては，SfM/MVSといった最新の三次元計測手法を導入し，その使用
法と効果についても検討を試みました。今後の調査でも積極的に活用していきたく思いま
す。
　最後とはなりましたが，発掘調査，整理作業，そして本書の刊行にあたって，ご協力・
ご助言を賜った学内外の関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。今後，本書が考古学研究，
さらには徳島地域での文化財の保存・活用の一助となることを願ってやみません。
　平成30年 3 月31日
徳島大学埋蔵文化財調査室長
端　野　晋　平
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